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奈 

 

良 革 新 懇 

 

2025 年 11 月号 

 225 号 

世
界
人
類
の
危
機
と
打
開
へ
の
展
望 

 第
二
次
世
界
大
戦
後
の 

 
 

戦
争
と
平
和
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢 

 

第
二
次
世
界
大
戦
後
、世
界
の
平
和
を
願

っ
て
国
際
連
合
が
創
設
さ
れ
た
が
、
２０

世
紀

後
半
で
は
、
米
ソ
の
冷
戦
、
朝
鮮
戦
争
・
中
東

戦
争
・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
・
湾
岸
戦
争
、
コ
ソ
ボ

紛
争
、
２１

世
紀
に
入
っ
て
も
、
２
０
０
１
年
テ

ロ
、
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ヤ
半
島
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
な
ど
紛

争
・
戦
争
が
絶
え
ず
、
恒
久
平
和
は
実
現
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
国
連
が
完
全
に
紛
争
・
戦
争

を
取
り
仕
切
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
国
連
の
活
動
と

し
て
、
核
兵
器
に
つ
い
て
は
核
兵
器
不
拡
散

条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
が
１
９
１
か
国
参
加
、
核
兵

器
禁
止
条
約
で
は
参
加
国
が
９９

か
国
、
批

准
７４

か
国
・
地
域
と
一
定
の
進
展
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。
唯
、
核
兵
器
所
有
９
か
国
、
保

有
国
と
同
盟
国
は
不
参
加
で
、
核
戦

争
の
危
機
は
去
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
２１

世
紀
に
入
っ
て
、
世
界
の
軍
事

費
は
膨
ら
む
一
方
で
、
世
界
平
和
は

「
抑
止
力
」
の
競
争
で
の
バ
ラ
ン
ス
と

い
う
極
め
て
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

２１

世
紀
に
入
っ
て
中
国
が
急
激
な
経
済

成
長
を
遂
げ
、
一
帯
一
路
を
掲
げ
、
中
華
思

想
の
再
現
に
よ
る
世
界
制
覇
構
想
と
大
ロ
シ

ア
の
復
活
構
想
が
呼
応
し
、
Ｅ
Ｕ
・
米
を
基
軸

と
し
た
グ
ル
ー
プ
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
の
様
相

を
呈
し
て
お
り
、
こ
れ
が
次
の
大
戦
へ
の
引
き

金
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

 世
界
人
類
の
危
機
的
状
況
と 

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
提
案 

 
世
界
は
人
口
が
２
０
５
０
年
に
は
１
０
０

億
人
に
達
し
、
人
類
繁
栄
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
時
、
世
界
の
資
源
は
枯
渇
・
逼
迫

（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
：
共
喰
い
し
か
生
存
の
術

が
な
い
）
、
経
済
は
破
綻
の
危
機
、
環
境
不
可

逆
的
悪
化
（
地
球
温
暖
化
）
な
ど
危
機
的
な

状
況
を
迎
え
ま
す
。 

 
 

 

 

 

 

 實 清隆さん  
１９４０年大阪市生まれ。
１９６５年東京大学卒業。
北海道大学、富山大学、
奈良大学、帝塚山大学
等で教鞭をとる。２０１８
年アジア市民大学学長
に就任（6 期）。研究分
野は地理学、都市・交通
計画・政策学。 

奈
良
大
学
名
誉
教
授 

ア
ジ
ア
市
民
大
学
学
長 

實 

清
隆 

さ
ん 

こ
の
人
類
・
世
界
の
危
機
を
乗
り
越
え
る

に
は
、
こ
の
地
球
の
危
機
的
状
況
を
世
界
に

警
告
、人
類
の
存
続
の
た
め
に
は
、
恒
久
の
平

和
し
か
な
い
こ
と
を
世
界
に
周
知
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
世
界
平
和
の
実
現
に
は
、
政
治
・

外
交
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
に
、
世
界
中
か
ら
賢
人
を
あ
ま
ね
く

集
め
、
全
世
界
・
全
人
類
の
高
い
立
場
か
ら

提
言
を
行
い
、
「
世
界
平
和
の
世
論
・
世
界
の

声
」
を
創
り
、
広
め
、そ
の
力
で
世
界
平
和
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
た
「
世
界
ア
ジ

ア
平
和
賢
人
会
議
」
（
注
１
）
の
創
設
を
提
案

し
ま
す
。 

（
注
１
）
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
の
安
斎
育
郎

さ
ん
と
實
清
隆
さ
ん
が
発
起
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 「世界人類の危機の状況

の根拠を示し、世界に向
かって発信しよう」 
◆今号の１面に實さんに登

場していただくにあたって實

さんと懇談をさせていただき

ましたが、實さんは危機の状

況の「根拠」を提示すること

の大切さを強調されました。

紙幅の関係で掲載できませ

んでしたが、資源・環境・経

済等の危機を示すいくつもの

統計グラフはとても説得力が

あるものでした。（深澤) 
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「戦
争
す
る
国
づ
く
り
」を
許
さ
な
い
、
開
催
地
愛
知
や 

 

全
国
の
た
た
か
い
の
報
告
に
学
び
、
交
流
し
ま
し
た 

 

襲
の
体
験
談
、
日
本
被
団
協
被
爆
２
世

委
員
長
の
大
村
義
則
さ
ん
の
訴
え
、
全

国
各
地
か
ら
の
報
告
や
ア
ピ
ー
ル
に
は

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
に
対
峙
す
る

た
た
か
い
の
リ
ア
ル
が
反
映
さ
れ
、
濃
い

内
容
で
し
た
。 

特
に
、
「
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

の
参
加
を
求
め
る
高
校
生
署
名
を
政

府
が
批
准
・
署
名
す
る
ま
で
頑
張
り
ま

す
」
と
の
愛
知
の
高
校
生
平
和
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
の
力
強
い
決
意
表
明
は
参
加
者
を

励
ま
す
も
の
で
し
た
。 

開
会
集
会
終
了
後
の
８
つ
の
「
学
び

と
交
流
の
つ
ど
い
」
、
２６

日
午
前
の
８
つ

の
分
科
会
は
、
ど
れ
も
と
て
も
充
実
し

た
報
告
と
全
国
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
催
地
の
愛
知
な
ら
で
は
視
点
か

ら
、
日
本
の
軍
需
産
業
や
軍
事
基
地
化

の
動
向
が
掘
り
下
げ
ら
れ
、
大
軍
拡
阻

止
の
展
望
に
つ
い
て
学
び
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
野

外
で
閉
会
集
会
と
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

名
古
屋
市
内
で
平
和
の
思
い
を
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

「
祝
園
弾
薬
庫
問
題
の
現
段
階
」 

 

「
祝
園
弾
薬
庫
問
題
の
現
段

階
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
た

坪
井
久
行
氏
は
、
核
抑
止
力
を

前
提
と
す
る
米
軍
と
の
共
同
訓

練
実
施
な
ど
の
根
拠
を
示
し
て

祝
園
弾
薬
庫
に
核
兵
器
が
持
ち

込
ま
れ
る
可
能
性
が
か
な
り
高

い
こ
と
、祝
園
弾
薬
庫
の
地
下
に

活
断
層
の
存
在
が
実
証
さ
れ
る

可
能
性
が
十
分
あ
る
と
い
う
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 
 

坪
井
講
演
の
後
、「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
」
に
反
対
す
る
県
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
（
奈
良
教

育
大
学
付
属
小
問
題
・
自
衛
隊

名
簿
提
供
違
憲
訴
訟
・
安
倍
国

葬
裁
判
・
再
審
法
改
正
問
題
・

軍
拡
と
医
療
危
機
）
の
運
動
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

最
後
に
、
日
本
平
和
大
会
ｉ
ｎ

愛
知
に
奈
良
か
ら
参
加
す
る
み

な
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
、
２
５
日
の

開
会
集
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴

会
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

「
な
く
そ
う
！
日
米
軍
事
同
盟
・
米

軍
基
地 

２
０
２
５
年
日
本
平
和
大
会

ｉ
ｎ
愛
知
」
が
１０

月
２５

・
２６

日
、
名
古

屋
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

２５

日
の
開
会
集
会
に
は
全
国
か
ら

約
１
０
０
０
人
が
参
加
。
奈
良
県
か
ら
は

平
和
委
員
会
や
民
医
連
、
新
婦
人
な
ど

か
ら
１３

人
が
参
加
し
、
開
会
集
会
の
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
視
聴
会
の
取
り
組
み
に

奈
良
県
か
ら
１７

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

開
会
集
会
で
の
全
労
連
議
長
の
開

会
挨
拶
、
日
本
平
和
委
員
会
の
千
坂
事

務
局
長
の
主
催
者
報
告
、
名
古
屋
大
空

１０月２５日の開会集会では、全国のたたかいを
交流し、参加者みんなで合唱しました。来年の
日本平和大会は神奈川県で開催されます。奈
良県から今年を上回る参加と、奈良県のたたか
いの報告を準備していきましょう。 

 

 

 

 

奈良県 平和大会 に  人 

 日本平和大会の成功 をめざす奈良県実行委員会によるプレ企画 

第２回 

70 
10 

10 
坪
井
久
行
氏
が

講
演 

日
本
平
和
大
会
の
成
功
を
め

ざ
す
プ
レ
企
画
と
し
て
都
道
府

県
段
階
の
大
会
の
開
催
は
昨
年

か
ら
奈
良
県
が
先
鞭
を
つ
け
、
今

年
は
い
く
つ
か
の
府
県
で
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
奈
良

県
平
和
大
会
の
７０

人
は
最
大

規
模
と
な
り
ま
し
た
。 

坪井氏は共産党の精華町
議として３０年以上祝園弾
薬庫問題を議会で追及 

会場の奈良県教育会館にはオンラ
イン視聴の８人も含めて７０人が参
加しました。 

日本平和大会 in愛知 10 
25 26 ・ 
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賛同個人は 368人以上、京都・奈良・大阪などの賛同団体は１６２団体 

 

 

 

 

 

 

 

高市自民党に奈良から    を NO ! !  

大
軍
拡
に
突
き
進
む 

高
市
政
権
を
許
さ
な
い 

の 

 

奈良革新懇の井ノ尾寛利代表世話人
が高市自民党の危険性を指摘しました。 

「
高
市
氏
の
出
身
地
の
奈
良

で
は
歓
喜
の
渦
」
「
初
の
女
性
首

相
の
誕
生
に
地
元
か
ら
期
待
の

声
」
な
ど
の
報
道
が
な
さ
れ
る

中
、
正
面
か
ら
高
市
自
民
党
の

危
険
性
を
街
頭
か
ら
訴
え
、
高

市
自
民
党
に
Ｎ
Ｏ
！
の
声
を
上

げ
よ
う
と
、
１０

月

１６

日
に
奈

良
革
新
懇
が
緊
急
街
頭
宣
伝
を

行
い
ま
し
た
。 

雨
の
中
、
緊
急
の
呼
び
か
け
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
宣
伝
行
動
に

３５

人
が
参
加
。
奈
良
革
新
懇
の 

賛
同
団
体
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
を

中
心
に
、
「
高
市
自
民
党
に
奈

良
か
ら
Ｎ
Ｏ
！
を
」
の
ビ
ラ
配

布
や
シ
ー
ル
投
票
に
よ
る
対
話

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 
 

「
革
新
懇
の
３
つ
の
共
同
目

標
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
、
そ
の
意

義
に
つ
い
て
も
ス
ピ
ー
チ
。 

「
力
を
合
わ
せ
て
新
し
い
政

治
の
実
現
を
」
と
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅

前
を
通
行
す
る
市
民
や
観
光
客

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

「
私
た
ち
は
二
度
と
戦
争
を

し
た
く
な
い
！
平
和
で
こ
そ
文

化
は
香
り
立
つ
！
祝
園
全
国
集

会
」
が
１０

月
１９

日
、
精
華
町

の
け
い
は
ん
な
記
念
公
園
芝
生

広
場
で
行
わ
れ
、
奈
良
県
か
ら

の
２
５
０
人
も
含
め
全
国
か
ら

約
２
７
０
０
人
が
参
加
。
祝
園

弾
薬
庫
新
設
に
反
対
す
る
集

会
と
し
て
最
大
規
模
の
集
会
と

な
り
ま
し
た
。 

地
元
京
都
を
は
じ
め
沖
縄
、

大
分
、
熊
本
、
広
島
、
兵
庫
、
静

岡
、愛
知
、神
奈
川
か
ら
急
速
に

進
む
戦
争
準
備
に
対
峙
す
る
運

 
10 16 / 奈良革新懇が緊急街頭宣伝 革

新
懇
の 「 

 

つ
の
共
同
目
標
」 

 

３ 

 

で 

 

自
民
党
政
治
を
大
本
か
ら
変
え
よ
う 

 

動
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

「
祝
園
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
問

題
を
考
え
る
奈
良
の
会
」
の
佐

川
愛
子
さ
ん
が
「
住
民
や
宗
教

者
と
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
り
、
『
再
び
戦
争
し
な
い
』

『
祝
園
に
ミ
サ
イ
ル
を
置
か
せ

な
い
』
の
声
を
広
げ
た
い
」
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。 

賛
同
団
体
は
京
都
・
奈
良
・

大
阪
な
ど
か
ら
１
６
２
団
体
。

そ
の
内
奈
良
県
は
奈
良
革
新

懇
を
は
じ
め
幅
広
い
５１

団
体

が
名
前
を
連
ね
ま
し
た
。
高
市

大
軍
拡
を
許
さ
な
い
共
同
の
輪

を
さ
ら
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

  精華町に全国から 2700 人が参集。京都府
南部としても最大規模の大集会となりました。 

住民や宗教者と新しいネットワークをつ
くってきた「奈良の会」の報告と力強い訴
えが注目を浴びました。 

 

「祝園に敵基地攻撃ミサイルいらない！」の声を広げよう 

革新懇の会員・ニュース読者の拡大に力をお貸しください 

2700 祝園全国集会に    人 10.19 

革新懇の３つの共同目標 

① 日本の経済を国民本位に転換

し、暮らしが豊かになる日本を

めざします。 

② 日本国憲法を生かし、自由と

人権、民主主 義が発展する

日 本をめざします。 

③ 日米安保条約をなくし、非核・

非同盟・中立の平和な日本を

めざします。 
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❖編集後記❖ 
◆「日に日に世界が悪くなる／気の

せいか／そうじゃない」はNHKの朝ド

ラ「ばけばけ」の主題歌（2 番）の冒

頭の歌詞。ホントにその通りだよねと

思う。夫婦ディオのゆったりとしたメロ

ディーにもほっこり。しばらくして、テレ

ビの画面に「けばけば」しい女性首相

の「とびきりの笑顔」にゾ～っ。チャン

ネルを変えるか電源を切ることがいつ

しか私の習慣に。◆米国・トランプ大

統領に媚びへつらい、途方もない大

軍拡に突き進む高市早苗新首相の

出身地である奈良で、「《劇場版》荒

野に希望の灯をともす」の上映を成

功させようではようではありませんか。 

 

●上映実行委員会では、若い世
代に鑑賞を広げようと話し合
い、「大学生・青年」は半額の
500 円という料金設定にしま
した（障がい者の方も）。 
●乳幼児～高校生は無料です。 

やまと郡山城ホール 

12 

 
月 （金） 12 

 
日 

上映時間 
① 10：00～11：30 
② 14：00～15：30 
③ 18：00～19：30 

前売り券 1,000円 
（当日も 1,000円） 

荒野に希望の灯をともす 

劇場版  
戦
争
か
平
和
か
の
岐
路
に
立
つ
今
だ
か
ら
こ
そ 

世
代
や
立
場
の
違
い
を
越
え
て 

奈
良
革
新
懇
は
幅
広
い
県
民
の
み
な
さ
ん
に 

「
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
」
の
鑑
賞
を
心
か
ら
訴
え
ま
す
。 

 憲法９条の精神を体現して生きた 

医師・中村哲の現地活動 35 年の軌跡 

  

「
《
劇
場
版
》
荒
野
に
希

望
の
灯
を
と
も
す
」
の
上

映
運
動
に
取
り
組
む
こ
と

を
９
月
の
奈
良
革
新
懇
の

総
会
で
確
認
し
、
奈
良
革

新
懇
か
ら
賛
同
団
体
と
地

域
革
新
懇
に
上
映
実
行
委

員
会
へ
の
参
加
が
呼
び
か

け
ら
れ
た
の
が
１０

月
。
短

期
間
の
取
り
組
み
な
が

ら
、
２
回
の
実
行
委
員
会

で
こ
の
映
画
の
上
映
運
動

の
意
義
を
確
か
め
合
い
な

が
ら
諸
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。 

 
 

既
に
奈
良
で
も
テ
レ
ビ

な
ど
で
放
映
さ
れ
た
中
村

哲
さ
ん
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
さ
れ
た
と
い
う

方
も
お
り
、
「
と
て
も
よ
か
っ

た
」
と
い
う
評
価
は
定
着
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
《
劇
場

版
》
は
９０

分
に
再
編
集
し
て

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
「
完
全

版
」
で
す
。 

 
 

埼
玉
革
新
懇
が
こ
の
作
品

の
上
映
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、

「
武
力
で
平
和
は
守
れ
な
い
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

と
も
に
大
成
功
さ
せ
て
い
っ
た

経
緯
の
報
告
が
注
目
さ
れ
、

東
京
や
京
都
、
大
阪
な
ど
の

地
域
革
新
懇
で
も
上
映
運
動

が
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

奈良 
伝 

 自衛隊名簿提供違憲訴訟（RYU 裁判） 

第 7 回 口頭弁論のお知らせ 

月   日(月） 

 
11 17 １４：30 ～ 

 場所 

 日時 

 報告集会 

●裁判傍聴を希望される方の受付は 
１３時３０分頃から始まります。 

 奈良地裁 １０１号大法廷 

口頭弁論終了後の１５時１０分から 
奈良県教育会館 4階大会議室で行います。 

 

 

 

しましょう 

傍聴席・６７席 

を満席に 

大法廷の 

《ミニ講演》 講師：八木和也弁護士（中神戸法律事務所） 

「個人情報とは何か。自衛隊法９７条・施行令１２０条が根拠にならないわけ」 

 https://us06web.zoom.us/j/87510980313?pwd=AjP

tFSamMoReZxP61r28tFoMouajWp.1 

ミーティング ID 875 1098 0313  パスコード  202605 

オンラ
インで
視聴可 

 
 

 

中
村
哲
さ
ん
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
だ
け

で
は
な
く
、
用
水
路
づ
く
り
、

水
利
組
合
づ
く
り
、
住
民
と

の
協
働―

こ
う
し
た
〝
暮
ら

し
を
変
え
る
仕
事
〟
を
通
じ

て
「
歩
く
日
本
国
憲
法
」
と

評
さ
れ
、
彼
の
活
動
そ
の
も

の
が
、
憲
法
９
条
の
精
神
を

体
現
す
る
実
践
者
だ
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

＊
＊
＊ 

 
 

奈
良
出
身
の
高
市
早
苗

首
相
は
、
暮
ら
し
の
予
算
を

削
る
一
方
で
、
軍
事
費
だ
け

は
歯
止
め
な
く
増
や
す
姿

勢
を
鮮
明
に
し
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
が
奈
良
県
民
の
民

意
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
憲
法
９
条
を
生
か
し
、

暮
ら
し
守
れ
の
声
を
奈
良
か

ら
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

映
画
「
《
劇
場
版
》
荒
野

に
希
望
の
灯
を
と
も
す
」

は
、
平
和
と
は
何
か
を
観
客

の
一
人
ひ
と
り
に
問
い
か
け

ま
す
。 

世
代
や
立
場
の
違
い
を
越

え
て
幅
広
い
県
民
の
皆
さ
ん

の
鑑
賞
を
奈
良
革
新
懇
は

心
か
ら
訴
え
ま
す
。 

 

 

https://us06web.zoom.us/j/87510980313?pwd=AjPtFSamMoReZxP61r28tFoMouajWp.1
https://us06web.zoom.us/j/87510980313?pwd=AjPtFSamMoReZxP61r28tFoMouajWp.1

